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高温溶液プロセスで作製された巨大ドメインを有するペンタセン薄膜を用い、この薄膜構造を

広角および斜入射 X 線回折により調べた。薄膜成長方向の結晶方位を明らかにするとともに成長

方向を結晶構造から考察した。 
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背景と研究目的： 
 高温溶液プロセスにより作製されたペンタセン薄膜1)は単結晶と同等の高移動度を発現するため

有機 TFT（薄膜トランジスタ）への応用が期待されている。この溶液から成長させたペンタセン

薄膜の結晶構造解析を行い、薄膜結晶構造の解明とその欠陥構造解析を進め、TFT に向けた性能

向上を図ることが目的である。 
 
実験： 
測定試料としてシリコン基板上にペンタセンのトリクロロベンゼン溶液（約 180℃）を塗布し

てペンタセン薄膜を作製した。作製条件によって調整した 3種類の薄膜（大グレイン方向成長、

小グレイン、および微小ランダムグレイン）を用い解析した。X 線回折は面外および面内ともに

BL46XU 回折装置（波長 1.00Å）を用い、斜入射回折では、低入射角（2θｚ=約 0.5°）において

2θxスキャニング後、最高強度を示す 2θｘ＝18°において薄膜試料を面内回転させφ/2θｘを調

べた。 

 

結果および考察： 

本薄膜は方向性成長により結晶グレインが面内に一方向に成長した薄膜であり、図１に示すよ

うに結晶ドメインが 1mm 以上の範囲で一様に広がって形成される。また比較試料として、塗布条

件によりドメインサイズが微細化した 2種類の薄膜をあわせて検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

図１ 結晶ドメインが大きく成長したペンタセン薄膜の顕微鏡像 2) 
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